
衣服防徽に関する研究

一衛生加工剤の処理効果一

申ネ 野 節 子

は　じ　め　に

　近年，高度な織物加工技術の進展に刺戟されて，悪臭のない衛生的な衣服をつくろうとする加工，

いわゆる衛生加工が行われるようになって来た。これに対し，衣服の品質の保全を第一一ge的目的と

した加工を防バイ防菌加工とよんでいる。肌着類，靴下，オシメ，同カバー，ナプキン；ヨダレか

け，帽子類，マクラカバー，毛布などが微生物に侵害されて悪臭を放っことを防止し，あわせて皮

膚疾患の原因菌の発育を防止して衛生的な衣類としようとして加工した製品はすでに市販されてい

る。他方，有機化学の発達とあいまって種々なる加工剤が市販されて来た。それらの加工剤のう

ち，布えの加工量の規準，菌種による抵抗性，処理後の加工剤の耐洗濯性の問題についてたしかな

実験報告例を見ない数種類の加工剤をとりあげ，実験結果を得たので報告する。

実験材料ならびに方法

①供試菌　供試菌は第3表に表示の細菌5種類，カビ8種類を用いた。

②培養基　培養基は細菌用としては普通寒天，カビ用としては．Trychophytonはサブロー寒天，

　　Aepergillus　niger，　Chaetomium　globosumはポテトデキストローズ寒天，其他はツァペエッ

　　ク寒天を用いた。それぞれの組成は次の通りである。

　　a）普通寒天

　　　　肉エキス10g，ペプトン109，粉末寒天159，食塩0．5％，’水11，　pH　7，2

　　b）サブロー寒天

　　　　葡萄糖409，ペプトン109，寒天159，水ll，　pH　6．・0．

　　c）ツァA°エック寒天

　　　　蕪糖30g，硝酸ナトリウム2g，燐酸第2カリ1．　Og，塩化カリO．　5g，硫酸マグネシウム

　　　　0．5g，第1硫酸鉄0，01g，水ll，寒天15g

③試験用菌懸濁液

　　細菌は，保存菌株からブイヨンに移植し，37°Cで24時間培養後，さらに新しいブイヨンに移

　植して，37°C24時間培養したもの。白セン菌は，保存菌株から新しい斜面培地に移植して25°C

　で4日培養。他の菌は30QCで14日培養したものから，それぞれ菌体を1白金耳釣菌して10ml

　の生理滅菌水に加え，1時間振とうした後，滅菌ガーゼでうかして，細菌は50倍，カビは10倍に

　希釈した。

④実験用衛生加工剤　この実験に用いた加工剤は次の通りである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　東京家政大学研究紀要　第5集

　　ラルウベン　　　　　　パラクロルメタクレゾールとテトラブロムメタクレゾール

　　サンニット粗0　　　　トリブトンを非イオン活性剤で乳化，主体はトリブチル錫化合物

　　ニッサンセルサニタ＃17結晶性アルキルアンモニウム，ポリクロロフェネートが主体

　　コーロン　　　　　　　　有機化合物

　　オコノドール　　　　　コールタールから造った石炭酸系化合物

　　カビサンH　　　　　　　不明，有機錫化合物のよう。

⑤検体試料　この試験に用いた検体試料は，市販40番ブロード白布に，第1表の要領で加工した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表撞体作製方法．

加工剤　コーロン ラルウベン

　　　濃度％1．02．03．0；1．02．03．Ol

曙指藍）喰1°∴1♂：

｝環｛論21諾i撒i
；　sSiE　，　ue処理梨総，議酷酸、副

サン痰Uツ㌦認ζタ＃、7iカビサンHオ・・ドール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー1
1．0　2．0　3．0　0．05　1．00，15iO．050．1　0，1S「　0．02　　0．1　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

0．1～0．510．05～0．01；　0．15　iO．1～1．O
　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　1：20　　　’　　　　1：20　　　　，　　　　1：20

常温　常温・常温1・・～45・C、
　　　　　　　　　　　　1　　　．　　1　　．　1

　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

なulなしiよくしぼる1な円
加熱乾燥　　　普通乾燥　1　普通乾燥　1普通乾燥

　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　1

　コーロンは水溶性であり，サンニット，セルサニタ，カビサンHは乳化して水溶性に調整され

ている。ラルウベンは109をNaOH（27°B6）5ccでねり合せ，水で溶解させてllとして使

用する。

　オコノドールは，溶解には同量程度のNeutrony×600を用いた。

　別に，検体の耐洗濯試験をするために，第2表のようにA．A．T．C．C，辱3法により洗濯した試

料を用意した。

　　　　　　　　　　　　　第2表A．A．T．T．C，＃3法の洗濯法

装　　置 ラウンダオメーター（J．1．S．K．4005－1956－3）

洗
濯
条
件

度
液
間

温
溶
時

後処理

71°C

石ケン　0．5％

45分

炭酸ソーダ　0．2％

40°C±2°C　浴湯100°Cで1分間　2回洗い
1％酷酸浴で1分間1回，水洗1分1回

絞　　り 遠心脱水機

乾　　燥 135°～150°C　アイロンで乾燥
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⑥試験の方法　試布を1．5cm角に切り，夫々の加工剤の種類ならびに濃度別にシャーレーに入れ

　て100°Cで15分間間欠滅菌した。べづに供試菌の胞子懸濁液1ccと培養基を混合した平板培地を

　作製しておき，その上に，試布を無菌的に接布した。この際無処理布を対照として用意した。な

　お試布は一つのペトリ皿上に未洗濯布と洗濯布を対照として並らべた。

　　培養iは，細菌は37°Cで48時聞，カビは28°Cで7日行った。

⑦結果の観察については次の要領で行った。a）肉眼でシャーレー上の菌の阻止像を観察，　b）虫め

　がねによる観察。

実　験　結　果

試験結果は第3表と図に示した。

結果の考察並らびに総括

1）第3表を参照して，各種衛生加工剤処理布の細菌と徽に対する防菌効果を考察すると次の如く

　である。

①供試細菌に対する防菌効果，供試細菌に対する衛生加工剤の防菌効果は次の通りであった。

　ラルーベン処理布……Batillus　subtilis，　Staphyrococcus　aureus　209－P，　Proteus　vulgalisの生

　　育を阻LE。　Escherichia　coliとPseudomonas　aeruginosaは阻止出来なかった。

　サンニット＃10……Bacillus　subtilis，　Staphyrococcus　aureusを阻止。

　セルサニタ詳17……Bacillus　subtilis，　Escherichia　coli，　Staphyrococcus　aureusを阻止・

　コーロン……1．0％以上でPseudomonas　aeruginosa以外の菌を阻Lヒ。

　カビサンH……0．1％処理濃度以上で，Bacillus　sub田isとStaphyrococcus　aureusとを阻止。

　以上の結果から判明した事は，供試細菌の中では，水中，空中等に普通に存在して，慢性疾患の

原因菌，尿路感染菌として知られているPseudomonas　aeruginosaが，本実験衛生加工剤の各々

に強い抵抗性を示してその生育が阻止されなかった。又，尿素分解菌の一つとして知られ，赤ちゃ

んのおしめのただれを起す原因菌，或は衣服の悪臭の原因ともなると考えられるProteus　vulgalis

も抵抗性が強い事を確認した。Escherichia　coliも供試加工剤に抵抗性が強かった。比較的供試加

工剤に生育阻止された菌は，土壌，水中，空中等に，ごく普通に見られるBacilus　subtilisと，空

中に存在し，皮膚に着生して化膿の原因菌，食中毒菌，或は繊維を腐敗したり，衣服の悪臭の原因

となると考えられているStaphyrococcus　aureus黄色葡萄状球菌であった。

②供試徽に対する防徽効果

　ラルーベン処理布……Tricophyton　asteroides，　Tricophyton　mentagophytesΩ．M　284，　Cheato－

　　mium　globosum　ATCC　6205，　Penicillium　citrinum，　Stachybotrys　altenans　Bonを阻止・

　　Aspergillusの3菌株は阻止出来なかった。

　サンニット＃10……2％処理濃度以下ではAspergillus　niger　ATCC　6275，　Aspergillus　oryzae

　　を阻止出来なかった。

　セルサニタ粗7……Tricophyton　mentagophytes，　Cheatomium　910bosum　ATCC　6205，　Peni－

　　cillium　citrinum，　Stachbotrys　altenans　Bonを阻止。

　カビサンH・・－Tricophyton　asteroidesとAspergillus　nigerは阻止出来なかった。他の菌は阻

　　止。

　以上の結果を総括するとAspergillus　niger　ATCC　6275とAspergillus　oryzae　COHNが，供試
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第3表
　　　　　　　　ノ
数種衛生加工剤処理布の防菌効果
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　　　　　　　　　　　　　　　　　神野　衣服防徽に関する研究

加工剤に抵抗性があり，次いでAspergillus　sulfreus　5317，　Trichophyton　asteroidesが抵抗があ

った。Penicillium　citrinum，　Stachybotrys　altenans　Bonは，抵抗性が弱くほとんどすべてのもの

にその生育を阻止された。なおTrichophyton　asteroicdesとTrichophyton　mentagophytesと比

較すると，前者の方が抵抗性があり試験菌として適当と思われた。

　耐洗濯性試験布はA．A．TC．C．3法によって用意したカビサンHO．1％以上の試験では，末処理

布に比較して抗菌性が残存していることが認められたが，他の供試衛生加工剤は全部この程度の洗

濯に耐えないで布から脱落していることがわかった。

2）第1図を参照して，加工剤の阻止帯の大きさを比較して，その効力の優劣を比較することは正

しくない。加工剤の種類により布表面附着型と布親和型とがあるからである。しかし1つの加工剤

について菌の種類別に，阻止像の大きさを比較することは，そのまま菌の抵抗性の大小を示す。

　ラルーベンは，処理濃度が薄くなっても本実験加工濃度ではBacillus　subtilus，　Staphyrococcus

aureus，　Proteus　vulgalisは同じ様な阻止像をつくった。　Trichophyton　mentagophytesは阻止像

が大きく，この加工剤に弱いことを示している。又細菌に強く，徽には概して弱くその生育を阻止

出来た。

　サンニットは，Bacillus　subtilis，　Staphyrococcus　aureusを阻止し，その阻止像は濃度が低く

なるにつれて小さくなっている。徽の中では，Cheatomium　globosum，　Penicillium　citrinum，

Staphybotrys　alternans　Bonに強かった。

　付記　本実験にあたり，指導を賜った，都立衛生研究所長辺野喜正夫博士，科研化学株式会社酒

　　　　井純雄博士，耐洗濯資料を作製させていただいた日本フェルトKK，また心よく実験資料

　　　　を提供して下さった方々に心から感謝する。なほ本実験結果は1959年10月10日本家政学

　　　　会総会に於て発表したものである。
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